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はじめに

欧米の学生が日本語を授業で正式に学べるのは、通常２，３年間しかない。

というのは、欧米では高等学校で日本語学習を始めることはまだ比較的稀で、

大学に入ってから本格的な勉強を始めるのが普通だからである。アメリカの大

学では、便宜上日本語コースの１年目を「初級｣、２年目を「中級｣、そして３

年目を「上級」と呼ぶこともあるが、実際３年間で学生が「上級」に見合うだ

けの日本語能力を身につけることはまずない。日本語能力試験の目安Uによる

と、「中級」にも達しないはずである。

日本語能力試験は１級から４級まであり、それぞれの合格レベルが上級、中

級、初級後半、初級前半終了程度と色分けされている(2)。総授業時間を見ると、

認定基準の説明では３級は「日本語を300時間程度学習したレベル」で２級は

「600時間程度」となっている。欧米の大学で日本語の３年間の授業時間数('１は

およそ450時間なので、ちょうど日本語能力試験３級（初級後半）と２級（中

級）の中間に位置することになる。また、漢字の習得に関しても、３級では30

0字程度、２級では1000字程度とあるが､筆者の観察するところでは､非漢字圏

の学習者の場合は３年間ではほぼ600字程度読めるのがふつうである。従って、

欧米で３年間のコースを修了した標準的学生の日本語力では「初級後半」から

「中級前半」程度になるはずで、「中級終了」までの到達は期待できないのであ

る。

仮に「中級終了｣、つまり日本語能力検定試験の２級に合格できたとしても、
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まだこのレベルでは卒業の直後に仕事や研究において日本語を使いこなすこと

は到底できない。２級では一般的なことがらについて会話を交すことができる

と考えられているが'｡、ビジネスなどに必要となる語薬､表現力、漢字に関する

知識などはまだまだ充分に身についていない。同様、大学の学習や研究の基礎

として役立つ総合的日本語力が認められるのは日本語能力試験１級合格程度で、

漢字も2000字程度習得していなければならない。このように、大学を卒業した

時点から日本語を使いこなせるようになるには、３級や２級から１級に至るま

での長い道のりが残されているのである。

欧米の大学の日本語教育においてこの初、中級レベルから上級へのギャップ

を埋めるのは卒業後の個点の学習者の努力と力量に委ねられているのが現状で

ある。つまり、卒業後の学習者の自立に向けて必要とされる技術や心構えを初、

中級の段階から体系的に指導しようという試承は、残念ながらまだなされてい

ないのが普通である。非常に積極的で意欲の強い学生の中には、教師を中心と

した授業における学習から卒業後の自律的学習への移行（transition）を自力で

行い、見事仁日本語をしのにする人がいる。しかし、多くの学生は自律的学習

への移行がうまくできず、伸び悩む。成功を修める優秀な学生でさえ、試行錯

誤で自律的学習の方法を探らざるを得ないので、学習が効率良く進まないこと

も多いだろう。彼らが成功できるのは自分の学習方法を創作するのに堪えるだ

けの自信と気力、環境的余裕などがあるからだと言えよう。多くの学習者に

とっての卒業後の伸び悩承は深刻で、日本語を覚えたいという気持ちが強いの

に、結局さまざまな困難と戸惑いを乗り越えられず、日本語学習を中断する者

も少なくないようである。日本で生活している人は、ある程度の会話力が自然

に身についてくることが多いが、自分で読糸書きの勉強がうまくできなければ、

一定のレベルに達した後は、それ以上伸びなくなることが多いだろう。海外に

住む卒業生は最も厳しい状況におかれている。正式な先生もいないし、環境的

な刺激もなければ、自律的学習の方法を身につけることの承が進歩する鍵とな

ると言っていいだろう。

英語にsinkorswimという言葉がある。水泳を段階的に教えてもらえずに、

いきなり水に放り込まれるので、そこで溺れるか泳げるようになるかは全く本
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人次第というような意味である。現行の標準的な日本語教育では、授業では表

現や漢字などを懇切丁寧に教える一方、卒業後不可欠となる自律的学習の方法

の習得に関してはまさにsinkorswimとなっていると言えよう。しかし、言語

の自律的学習能力をどの学習者にも身につけさせるには、自律的学習の方法を、

段階的に教示する必要がある。特に非漢字圏の日本語学習者にとっては、教師

依存の学習から自律的学習への移行が難しい。こうした学習者の日本語教育に

携わる実践者や研究者にとって、自律的学習能力をいかに育成できるかが、今

後のきわめて重要な問題であると考える。

本論文では筆者がいう自律的学習の意味、そして関連する先行研究を考察し

た上で、今後なされるべき研究の主な課題を示したい。

I）自律的学習の意味

「自律的学習」という用語は、宮地裕、田中望、斎藤里美が『日本語の教育

とその理論』（1993)や『日本語教育の理論と実践』（1993)で使ったものである

(5)。日本語教育ではまだ馴染承が薄いが、英語教育などでは「自律的学習」に相

当するautonomouslearningやself-directedlearningなどが1970年代から注目さ

れている(6)。

宮地らは「自律的学習」を次のように定義している。「自律的学習とは、学習

者の学習特性の多様性に対応するために、教師の手助けをえて学習者が自分の

学習過程を分析し、学習のステップ化を考え、実行することである｡」ｍま

た、宮地らの日本語教育論においては自己評価も「自律的学習」の重要な一環

となっている。（８）

筆者のいう「自律的学習能力」は、宮地らの上記の概念の根本的要素をすべ

て引き継いでいる。しかし、宮地らと違って、筆者は日本語の授業を充実させ

ることよりも、卒業後に学習者が自立するための能力としての「自律的学習能

力」に注目している。従って、日本語教育における「自律的学習能力の育成」

を「日本語学習者として自立することに必要な具体的なノウハウや心楢えを、

集団学習の形態で、段階的に酒菱すること」と定義したい。この意味をより明

確にするため、この定義の要となっている言葉の意義を個別に考慮する。
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日本語学習者「自律的学習能力」はどの分野の学習においても重要だろう

し、分野を問わず、共通の心構えやプロセスなどがあるだろう。従って、日本

語教育における自律的学習を考察する際、他の分野、主に英語教育からの自律

的学習に関する研究が参考になるはずである。しかし一方、日本語教育では一

般的に、英語教授法の研究を踏襲する傾向が強いためか、日本語の特質が軽視

されることが多いと思われる⑨。特に非漢字圏の学習者にとって、日本語の特

質上、自律的学習は困難であると考える。そのため、日本語の特質に合った自

律的学習能力を、日本語教育においていかに育成できるかが特に重要な課題で

あると思われる。

自立多くの非漢字圏の学習者にとっては、日本語という極めて異質な世界

における案内役として、教師への依存度が高い.日本語のコースが用意されて

いるうちは、学習者は教師に依存していても、ある程度上達し続けることがで

きる。しかし、コースが終わると同時に、学習者は自分の学習に全責任を持た

なければならなくなる。つまり、教師に任せていた学習の計画や評価を、学習

者自身がしていかなければならないのだ。

このように、卒業後の学習者は否応なく教師からの自立を迫られる。しかし、

これはだれからの助けもなく、孤立した状態で勉強しなければならないという

のではない。むしろ、学習者がまわりにいる日本人とのコミュニケションの機

会を増やし、彼らを積極的に活用することが大いに奨励されるべきである(１m･

まわりの日本人には、教師主導型の教師からのような学習の全面的な指導を期

待することはできない。しかし、学習者からの具体的な質問に答え、学習者が

作成した文章の添削などといった類の協力なら、たいていの日本人に期待でき

よう。ここでいう「自立」にはこういった協力を、依頼された日本人にとって

応じ易いように求める能力や姿勢が欠かせないと考える。

心構え学習者が自立するためには、普段からすべてを教師に頼らず、自主

的に学習に取り組もうとする習慣づけが大切である。このような姿勢を培うに

は、授業にできるだけ自律的学習を取り入れることが有益である。つまり、教

師が学習者の学習をすべて計画し、評価するのではなく、学習者自身に学習目

標や現時点での達成度を意識させ､自分の勉強の仕方を反省し、改善していく
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機会を与えることが大切である。学習者が自分の学習に責任を持ち始めるよう

になるにつれて、学習者に自律的学習スタイルが定着してくる。

しかし、たとえ自律的学習の意欲は十分にあっても、実際に何をどのように

勉強すれば自分の目標が達成できるかというそれぞれの学習者の学習法が確立

していなければ、卒業後の自律的学習の成功は望めない。従って、自主的に学

ぼうという姿勢を養うと同時に、自立に必要な実際のノウハウを授業で教示す

る必要がある。

ノウハウ自律的学習の一般的な方法は、学習者が自分の学習を計画、実行

し、評価するという３つのプロセスから成り立っている。

学習の計画においては、まず学習者が自分の目標を大まかに設定し、次に現

時点での日本語力を分析する。そして、その目標に至る第一歩をどう踏承出せ

ばよいのかを考える。つまり、その第一歩として、何を読んだり聴いたりすれ

ばよいのか、また、どのようにどの程度の時間をかけてその練習をすればよい

のかという具体的な手順を決める。さらに、どうしても自分の力ではわからな

い時は、だれに尋ねるか、そして自分の上達度をどうやってチェックするかと

いうプランを立てる。

このような目標達成への道筋をひとつずつ辿っていくことと平行して、特に

外国で日本語を学ぶ場合は、学習に良い環境を自ら作り出していかなくてはな

らない。たとえば、まわりの日本人や日本のラジオやテレビの番組、映画など

を通してできるだけ日本語に触れる機会を増やすことも大切である。

自分の立てた計画を実行するにあたって、非漢字圏の学習者にはさまざまな

障壁がある。例えば、漢字かな混じり文を、語薬表や説明に頼らずに自分で辞

書を引いて理解できるようになるには、語の区切れを見分ける能力、漢字の部

首や、音訓の読承から漢和辞典を引く能力、普通の和英辞典には載っていない

固有名詞や、略語を適切な辞書を使って調べる能力、さらに文中の修飾・被修

飾の関係を識別する能力などの向上が必須である。さらに、日本語で作文をす

る時には、日本語と母国語の言葉が－対一の対応関係にはないという認識が欠

けていては誤用を免れない。これら実行段階での障害を解消するには、辞書類

を使いこなす能力に併せて、日本語教師ではない普通の日本人を上手に活用す
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る能力も要求されてくる。つまり、文法用語の多用を避けて相手にわかりやす

く質問する能力や、相手の説明にわかりにくい言葉や表現があれば、それを上

手に聞き返す能力も必要とされる。

自己評価において主に読解や聴解では、果たしてわかったかどうかを自分で

判断できる能力、わからなかった場合にはどこがわからないのかを分析する能

力が求められる。作文や話す能力では、自分の文が適確かどうかを自分でモー

ターしたり、または学習を支援してくれる日本人に判断してもらい、自分の問

題点を探る能力が必要である。さらに、学習の全体的な理解が不十分であれば、

それは自分の学習の目標が高すぎたのか、教材が不適切であったのか、あるい

は学習の方法が悪かったのかと自分の学習の問題点を点検する能力も必要であ

る。

こうした自己評価の後、現段階の問題を解決するために、あるいは次のス

テップに進むために、新たな計画、実行、評価というプロセスが繰り返され学

習が進行していく。

集団学習学習者のニーズやレベル、学習ストラテジーなどが異なる多様な

学習者に外国語を効果的に教えるには、個別指導が理想的であると言えるだろ

う(1,。しかし、個別指導はどうしても教師の負担が増すことや経済的・制度的

理由から、大学の日本語教育ではその実現が難しい。また、レベレや学習内容

によっては工夫をこらせば、従来の授業形態で自律的学習能力の育成が十分可

能であろう。

初級レベルにおいては、指導項目は、個Arの学習者のニーズなどによって固

有のものよりも、むしろ基本的な日本語力の養成という点で共通する項目が多

く、まだ学習者の多様性の問題は比較的少ない。中、上級レベルではそれぞれ

の学習者のレベルやニーズの違いなどが明確化してくるが、これらの違いを単

に集団授業の妨げになるものと否定的に見ずに、グループ学習などで各学習者

の多様性を活かしながら互いに学び合うこともできる。

段階的“Fromeasytodifficult"という基本的なものから徐交により複雑な

ものへと学習者の理解を深めていく段階的指導法は、教育の鉄則である。シラ

バスを組む時に日本語の文型、語薬等に関しては、このルールが厳守されてい
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る。

ところが、自律的学習能力に関しては、このような段階的指導がなされない

傾向が強い。教師依存の授業体制からいきなり自律性のある自己学習を強いら

れるのでは、学習者の自立への準備は心理的にも技術的にも不完全である。

自律的学習能力を藩実に伸ばしていくには、従来の語蕊や文法の指導のよう

に、学習者の自律的学習に必要なノウハウを易から難へステップ化して、段階

的に教えなければならない１１⑳。

また、学習者の姿勢に関しても、教師依存から、学習者の自立へと徐交に態

勢を変えていかなければならない。自律的学習能力を身につける段階では、学

習者の自律性を重視する授業を行うことが大切であるが、学習者のレベルに

依っては、教師依存あるいは教師主導を全て削り去ることは不適当な場合もあ

る。例えば、自律的学習に必要な技術のひとつである辞瞥の使い方を的確に、

且つ効率よく指導するには、教師主導型が有効なことがあるだろう。また、学

習者の自主性を重んずるあまり、もしも、初級レベルの学習者に自分の学習の

目標を設定させたり、教材を選ばせるるなどの学習計画をさせる他、自己評価

をさせるなど、学習のすべてのプロセスに関して学習者に決定権を与えたら、

ほとんどの学習者は自主性の意義を享受できる以前に、ただ途方に藤れてしま

うだけではないだろうか。従って、学習者の自立を念頭においた指導では、学

習者の自主性を阻まないよう、教師主導型をどの程度排除するのが適当かを、

学習者のレベルに応じて教師が適切に選択していかなければならないのである。

Ⅱ）先行研究と今後の課題

ここでは先の定義に沿って、英語教育や日本語教育などの自律的学習に関す

る先行研究について考察する。「自立」の項目で説明するように、鑛者と同じよ

うに卒業後の学習者の自立を主な目的とした研究は少ないが、部分的に「自

立」に必要なノウハウや心樵えを育成する上で参考になる研究は多い。本項で

はそうした研究の成果や問題点を考察した上で、今後の課題を示す。

自立外国語教育における自律的学習のほとんどは、卒業後に否応無く自己

学習を迫られる学習者への対応を主眼とはしていない。多くは、コミュニカ
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ティプ・アプローチで重視される学習者中心の立場から、教師が学習者の多様

性に適確に対応し、学習をより有意義なものとするために、授業に自律的学習

を取り入れている('30。強いて言えば、これらの研究の多くは授業を充実させる

手段として「自律的学習」に着眼しているのであり、それが卒業後の「自立」

にどこまで繋がるかはあまり考慮されてこなかった。

学習者のコース修了後の自立を念頭においたごく稀な例として、Jack

Hoadleyが"TowardlndependentLearningo，という論文で紹介している、英語

教育機関（IndivudualLearnmgCentres,以下ILC）での実践例が挙げられる

''４１．これらのILCはオーストラリアへの移民のために、1980年代前半から設立

され始めたものである。オーストラリアでは移民が英語を無料で受講できる期

間は入国後三年から五年に限られている。そのため、それ以後は学習者が自己

学習できるように、学習者に自律的学習のスキルを徐☆に習得させていくのが

このプログラムの狙いとなっている。

Hoadleyの論文によると、ILCには、programmedlearning,self-directed

leaming,drop-inなど六種類のセンターがある。それぞれは、個別授業の有無、

ニーズ別の集団学習の有無、学習上の問題を相談できるカウンセラーの有無な

どの点で、性格を異にしている。学習者は自分のニーズに合ったILCのコース

を、可能な範囲で選ぶことができる。

Hoadleyはこの論文ではぞれぞれILCにおける指導の特徴について詳しく説

明していない。従って、programmedlearning,councelingなどを通して「自

立」をいかに育成できるかに関する具体的な手がかりは本論文からは得難い６

しかし、「自立」に向けて指導することがこれらのILCでなされていることに

なっているので、日本語教育における自律的学習を研究するに当たって、この

施設は視察に値すると思われる。定義の項で説明したように、筆者のいう自律

的学習能力の育成は、従来の大学における集団学習（成績や単位認定につなが

る、定期的な授業）を前提としており、ＩＬＣでは単位や資格の認定をしないこ

とや、各学習者が完全に自分のペースで学習していくことができる点において、

そのまま従来の大学における集団学習には合わない面もあるが、視察ができれ

ば従来の授業形態でも有効に取り入れる側面が見つかるだろう。
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集団学習自律的学習関連の論文の多くでは、学習者個人のニーズに応える

ため、個別指導を勧めている。「自立」することを目的とした場合に、指導の個

別化もある程度必要になると思われるが、個別指導に拘泥せず、一斉授業も場

合によっては望ましいと考える。

西口光一(1990)が指摘しているように、コミュニカテイブ・ランゲージ・

ティーチングのコンテクストで学習者のニーズに合った教育を提供しようとい

う主張がなされて以来、個交の学習者の特殊な（specific）ニーズが過度に強調

され、学習者に共通のニーズや、健全な言語発達のために必要な段階的指導が

軽視される傾向力;見られる('５１．本論で目指す自律的学習能力を育成する授業に

おいて、同レベルの学習者には自立のための共通のニーズが多い（具体的には

本項の「ノウハウ」で説明する）ことから、それらを集団学習の形態で段階的

に効率良く教えることは可能であると思われる。

しかし、教師主導型の集団学習では、学習者は受け身になりやすいという弊

害が指摘される''6)。そのため、学習者の自主性を育て、且つ学習者の特殊な

ニーズを含む多様性に対応するには、授業の個別化も部分的に必要となろう。

学習者の多様性に応えるには、グループ学習や個別指導などの形態が挙げら

れる。グループ学習で学習者の多様性を活かす方法として、たとえば、プロ

ジェクト・ワークがあげられる。これは学習者に興味のあるテーマを選ばせ、

興味別のグループを作る。グループは、例えば、そのテーマについてアンケー

トを書き、実際にインタビューをし、その報告を文章にまとめたり、口頭で発

表する、などのような学習の進め方ができる(､。このような学習活動において、

学習者は他の学習者やまわりの日本人とのインターラクションを通して、違っ

た価値観を学び、主体的に考える力を伸ばすことができると考えられている

１画。また、このようなグループ学習では、自己学習と違って、学習者がコミュ

ニケーションする場が増えるので、当然コミュニケーションの能力が向上する

という利点もある。（'９１＄

－対一の個別指導に関しては⑳、個人のニーズを基に学習者がlearning

contractを作成する方法がある侭'１.これは､何を具体的な目的として１いつまで

に、どんな教材を使ってどのように勉強していくのか、さらに学習者の学習は



日本語教育における自律的学習能力の育成（マスデン）10

どのように評価されるのかという計画を轡いたものである。学習者はこの一種

の契約街を教師に渡すことで、その学習の遂行に責任を持つことになる。

教師は、この学習をさせる前にlearningcontractについて十分説明し、自己

学習に必要なさまざまなリソースの使い方を指導する。また、学習者が最初に

用意したlearningcontractの不十分な点を学習者と一緒に修正する。さらに、

最終的なlearningcontractが定まると、教師はその学習が停滞しないよう、適

宜助言をする。また、教師は、学習者からの要請があれば、理解度を確認する

ためのテストを作成することもある。しかし、こういった場合でも常に学習の

主体は学習者にある点に力点が置かれているため、学習者は最低限、テストの

評価基準を自分で決めるか、あるいは教師に相談しながら決定しなければなら

ない。このような学習方法によって、学習者は自分の学習を計画し、主体的に

学習し、また自己評価をする能力を培うことができる。

この様な指導は、いきなり学期中にすると教師の負担が大きいだろうが、例

えば、長期休暇中の宿題として取り入れることが田中と斎藤の『日本語教育の

理論と実際」で提案されている(221。

田中と斎藤は同書の中で学習者が主体的に立てた個人の学習計画を「個人カ

リキュラム」画と呼んでいる。個人カリキュラムとは、学習者が自分のカリ

キュラムを主体的に考えて作成するという点で、leamirigcontractと同じであ

るが、学習は教師に管理してもらうのではなく、基本的に学習者自身が管理す

る点124)と学習形態に幅がある点が特色である。自律的学習能力を高めるには、

グループ学習や自己学習が優先するが、場合によっては教師主導型の集団学習

も効果的であるとする。というのは、学習者が自分の苦手な分野の理解を助け

るため、その授業が役立つと判断し、主体的に選んだものであれば、授業にお

いて多少の教師依存が認められても、自律的学習能力を高めていくことができ

ると考えられるからである[動。

上に述べたように、自立する能力や心榊えを育成する授業では、一斉授業の

形態も個別指導の形態も場合によっては必要となると考える。今後の主な研究

課題は、その兼ね合いや使い分けを明確にすることだろう。一斉授業は共通し

た内容を効率よく多くの学習者に伝えるというメリットがあるが、この形態で
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Iま学習者に蔵極的な姿勢を養うことや個人のニーズに答えることが困難である

といったデメリットもある。逆に、個別指導では積極的な姿勢を養うことや個

人のニーズに答えることが比較的しやすいが、この形態を過度に利用しようと

すると教師の負担が重くなりすぎるという弊害がある。従って、両方の形態、

そしてさまざまな中間的形態を、内容やレベルによっていかなる基準でいかに

組象合わせるかが今後の重要な研究課題であると考える。

段階的英語教育研究において、教師依存から、自律的学習への移行は一気

にできることではなく、徐々に行われなければならいことを指摘する研究者は

少なくない(2`)。日本語教育に関しては、田中と斎藤はこの移行にはコンサルタ

ントとしての教師の指導と特別な教材が必要としている。前者を「教師主導

型｣、後者を「教材主導型」と呼び、区別している(､。「教材主導型｣に関しては

具体的な教材の例を挙げ、今後の研究の参考になるところが多い。しかし、こ

の移行にはどのような段階があり、どのようなステップや手順を踏んでいく必

要があるかなどに関しては具体的には考察していない。具体的なプロセスは教

師の判断に委ねられている。具体的なプロセスを究明し、初級から卒業（前述

した通り、「中級」程度の能力での「卒業」を前提としている）までの総括的な

カリキュラムの開発が今後の重要な研究課題である。

この具体的なプロセスの考察は、それぞれの育成する「ノウハウ」や「心構

え」などと密接な関係がある。例えば、「ノウハウ」の－つである漢字辞典の利

用法なら、いくつかの漢字の醤き方を習うことにより、漢字の密き順やその部

分の構成などに関する基礎的な知識や認識が、漢字辞典の使い方を学習するた

めの事前条件となろう。また、漢字辞典の学習は人偏や糸偏なとのように、よ

く使われる部首で字を引くことから、次第に珍しい、発見し}こく部首をもった

字の検索の仕方へと進むべきであろう。

教師依存から、自律的学習への移行はいつ始めるべきか。『日本語教育辞典』

では日本語検定試験でいう「中級」から始めるべきとしている。本辞典による

と、上級レベルは、一般に、日本の大学に留学する者や日本語によって知的な

業務を行おうとする者などが必要とする日本語能力を習得し、自学自習できる

ようにする段階と記されている､１゜従って、中級レベルは、自学自習へと方向



日本語教育における自律的学習能力の育成（マスデン）1２

づけられる段階と定義されている“。この定義に沿って考えると、自律的学習

能力の育成は、中級レベルから始めて、上級レベルで強化するということにな

るだろう。しかし、本論文の段初に触れたように、アメリカの大学での日本語

教育では、卒業時にはほとんどがまだ初級終了か中級になりたてのレベルであ

る。こういった現実に目を向けると、中級から自律的学習能力を育成するやり

方では間に合わないのである。しかも、時間的制限がなくても、初級を完全な

教師依存型で教えて、中級の段階で急に思い立ったかのように自律的学習能力

を育成しはじめるより、初級からできる限りにおいて自立につながるような内

容や教授法を取り入れた方が望ましいだろう。むろん、ひらがなを教えないう

ちから漢字辞典で字を引かせるなどのような無理なことはしない。初級の学習

者の能力やニーズに合った内容や教授法からはじめる。例えば、漢字に関して

なら、初級で基礎的な字を教える際、「部首」といわれる部分はどこにあり、も

う少し日本語ができるようになると、漢字辞典ではこの「部首」で字を調べる

ことになることを認識させておくことは重要であろう。また、初級から英和辞

典・和英辞典を使う準備を始めることしできるだろう。「ノウハウ」の項で説

明したように、英単語と日本語の単語は必ずしも一対一の関係にないことを教

えることも必要である。鈴木孝夫の『ことばと文化』“)の英訳や三浦昭の

JapaneseWords③)などを教材にして、英語でのディスカッションを通して初級

からこの認識を養い始めることは十分可能である。初級の前半に学生に日本語

の学習になれてもらうために、かなり懇切丁寧な指導や教材作りが必要であろ

うが、初級の後半からは徐点に学習者から積極性や自己判断などを要求する指

導方法や教材作りに変えていくことは、自律的学習に必要な心構えを育てる上

で重要だろう。

段階的な育成の視点からは、今後の課題は大きく分けて二つある。第一に、

上で指摘したように、さまざまな具体的なノウハウ（スキルや知識など）を初

級から卒業までに（つまり三、四年以内）身につけるための総括的で体系的な

カリキュラムを開発することである。第二に、このカリキュラムに合わせた、

学習者の心構えを教師や教材依存型から自主性の強い自律的学習型へもってい

くための、次第に変化する教授法や教材の解明や開発である。



日本語教育における自律的学習能力の育成（マスデソ） 1３

ノウハウ「自律的学習の意味」の項で指摘したように、日本語学習者とし

て自立するために必要なノウハウ（スキル、知識など）は、計画、実行、評価

と三種類に分けることができる。ここではそれぞれの項目別にどんなノウハウ

が必要か、そのノウハウを育成する上でどんな先行研究が参考になるか、そし

て今後の課題について検討する。

学習計画を立てる上でのノウハウを目的、方法、リソース関連に分けること

ができる。

目的を定めるのにも、ノウハウが必要である。自分の長期的な目的を達成す

るために、それに合った複数の短期的な目的を定め、達成していく必要がある。

例えば、学習者の長期的な目標は国際貿易関係の仕事を日本語でこなせるよう

になることであれは、どんな能力（敬語、分かりやすい発音、読歌街き能力、

など）や知識（日本語の専門用語や特有の概念など）が必要となるかを分析し、

それぞれに関する目標を的確に定めなければならない。

方法に関しては、さまざまな目的に合った方法に関する知識が必要である。

例えば、自分にとって「分かりやすい発音」を身につけることを目的とした場

合、それに合った具体的な方法を見つけなければならない。特に方法に関する

知識がなくても、自分で適切な方法を思いつくかもしれないが、いくつかの効

果的な方法に関する知識や情報があれぼ、自分の目標によく合った効率のいい

方法を見つける可能性が高くなるだろう。

リソースに関しては、物的リソースと人的リソースとに分けることができる

⑫。物的リソースとしては辞書、本、新聞、教科醤、カセット・テープ、ビデオ

などが挙げられる。自分の目標に合った計画を立てるためには、どんな物的リ

ソースがあるかに関する知識が必要である。人的リソースとしては日本語に関

する簡単な質問に答えられる知り合いの日本人、ある分野の専門家、図書館の

参考係り、日本語教師などが挙げられる。自分の目標を達成するためには、ど

ういう人にどのような協力を求めれば良いかに関する知識や認識が必要である。

以上のような計画を立てるゾウハウを日本語教育においていかに育成するか

に関しては、田中と斎藤の『日本語教育の理論と実際』が最も重要な先行研究

である。田中らは、目的を定め、それに合った方法やリソースを選ぶ力が身に
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つくよう、どう指導していけば良いかに関して具体的な案を提示してる。

例えば、授業で目的を定める練習として、「クラスジャーナル」が揚げられ

る。これは、授業に対する意見や希望を週に１度ぐらいクラス全員でディス

カッションし、その内容を「クラスジャーナル」にまとめて教師に見せる。教

師はこれを参考に授業を改善することができ、学習者自身も自分の学習の目的

を自覚する良い機会となる")。既成の授業を改善する他に、学習者が自分の

ニーズに合ったコースの新設を希望する場合は、掲示板に広告を出し、同じ希

望を持つ学習者を募り、教師に依頼することもある【劃)。

どう勉強していくか、つまり、どんな学習ストラテジーを選ぶがに関して田

中らは、学習者が－週間の活動表を街いたり、教師に話したりして、自分の学

習ストラテジーを振り返る必要があるとしている。さらに、学習仲間と勉強の

仕方について話し合ったり'羽)、他の学習者の個人カリキュラムを見て(鋤、その

やり方を参考にすることを勧めている。教師は、授業にこのようなディスカッ

ションを定期的に組承込んだり、自己カリキュラムの実例を豊富に集め、自由

に参照できるようにする。

田中らによると、リソースはできるだけ多く確保し、リソースセンターに蓄

積する。それらのリソースは人的、物的、社会的なものに分類し、学習者にわ

かりやすく紹介する。人的リソースについては、教師ｖチニーターの他にまわ

りの日本人や日本人の学生を紹介する。特に、日本人学生は学習のパートナー

として互いに利用し合え、自律的学習に望ましい。リソースセンターが、外国

人学習者だけを孤立させずに日本人学生と共に学習する場を提供するという意

味で、日本人学生と一緒に履修できる授業を設定するのも一策である。物的リ

ソースは、教材となり得るものを学習者に使いやすいようにリソースセンター

に展示する。これらの教材は、学習者に親し承やすいものであることが大切で

ある。そのため、教材の内容やレベルが一見してわかるように、イメージのわ

くような写真や絵を貼ったり、レベルなどを醤いたインデックスをつけてその

教材の広告化を図る゜最後に、社会的リソースでは、地域の催し物や活動など

の案内を収集し、掲示するほかに、リソースセンターの側から積極的に地域社

会に働きかけ、交流の場を作っていく(3nｏ
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この他、岡崎敏雄と長友和彦の研究は、学習ストラテジーの－種で、自律的

性格の学習にするために用いられるメタ認知ストラテジーに関して参考になる．

(33）
Ｏ

また、谷口すみ子が行った学習スタイルに関するアンケートで、学習者は質

問に答えながら自分の学習スタイルの特性（例えば、耳型か目型かなど）を自

覚し、自分に合った学習法を選ぶことができるようになる。また、教師はアン

ケートの結果から学習者中心の授業へのヒントを得ることができる(甥。

特に田中と斎藤の自律的学習に関する研究は具体的な方法が示され、たいへ

ん参考になる。しかし、個人指導の側面が強いことや、学習者の要請でコース

を設けることなどは、通常の授業時間内では難しい。集団授業の形態でも、そ

れらのリソースの導入をしたり、さまざまな学習ストラテジーを授業や宿題で

体験させることなどが、可能であろう。今後それらについての詳しい研究が必

要である。

学習の実行に関するノウハウを、本論文では読解に限定して考察する。文献

読解に必要なノウハウとしては、文そのものの分析力、漢字辞典などの物的リ

ソースの活用法、そしてまわりの日本人などの人的リソースの活用法に分けら

れる。

文を理解するには、いきなり知らない言葉の意味を片っ端から調べるだけで

は駄目であって、辞書を引く前にその文の構造を分析し、把握することが先決

である。どんなに複雑な構造の文であっても、その文の骨格を浮き彫りにして

いけば、文の構造を認知できることから対牧野成一は「拡大文節」という方策

を提唱している(⑨。この方法ではγ特に日本語の読解で難しいとされる修飾や

被修飾の関係や指示語の使われ方などを正確に理解することができる。また、

この方法は日本語だけで文を理解させるため、翻訳を通してではわかりにくい

日本語独特の表現が損なわれることもない。

このように拡大文節の方法を使って文の大筋の意味が理解できると、その文

の中ににたとえ未知の言葉があっても、文脈である程度の推測が可能となる。

読解で特に難しいとされる言葉は、普通の辞宙には出ていない人名・地名な

どの固有名詞、「中教委」や「小中学校」などの略語、「非漢字圏」や「立ち去
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ろ」などの複合語である。しかし、これらの言葉は、授業でそれぞれの言葉の

例を豊富に与え、規則性を示し、ドリルで練習すれば、見当が付くようになっ

てくるはずだ。一般図書を読承こなすには、このような言葉の見当を付ける力

が必要であるが、常に語薬表の付いた教材ぽかりを使って読解練習をしている

と、この点に気づきにくい。時には、わざと語漿表の無いテキストを読ませる

ことも大事である。

次に、文脈で見当が付かなかった言葉を、主に、漢字の辞宙、和英・英和辞

典、国語辞典などの辞書で調べる際のノウハウを検討する。中道真木男の指摘

にあるように、自学自習に辞齊は不可欠であるにもかかわらず、教師の中には、

辞欝の必要性を切実に感じていない人が多く、その結果、授業での辞街の指導

がおろそかになっている(`')。初級レベルの学習者が辞嘗を引くと時間がかかり

効率が悪いため、えてして語薬表や漢字シートを与えがちである。しかし、学

習者の自立を真剣に考えるなら、やはり初級レベルから辞書に親しませること

が重要である。

非漢字圏の学習者にとって漢字辞典を使いこなすことは、大変である。この

ような学習者が、漢字をその部首か音読jiKで要領よく調べられるようになるに

は、体系的な訓練が必要である。例えば、部首を識別する訓練の一つに、段階

的の項で述べたように、初級レベルから部首を見付け出す練習をし、次第に同

じ部首を使った他の漢字との関連を見い出させる練習などがある。このような

練習を積んでいくと、次第に部首の意味がわかり、体系的に漢字を学んでいけ

る。

また、漢字全体の約80％を占める形声文字の音読承が推測できるようになる

ことも、辞瞥を引く上での強ZKとなる(⑪。そのためには加納千恵子が提唱して

いるように、形声文字の音読承をあらわす要素（声の部分）を中心に指導する

方法が効果的である(４ｺ)。例えぼ、「経」という漢字を教える時には、同時に、声

の部分が共通する他の漢字、「径、経、茎」を紹介し、形成文字における音読承

の規則性を示す。学習者はこのような訓練を重ねることで、次第に音読象の勘

が養われる。

語葉の学習においてもっとも大切なのは、外国語と母語が－対一の対応では
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ない、という認識である。中道は、学習者の母語から見た日本語の姿、すなわ

ち、目的とする日本語の要素は母語においてどんな要素に対応するのか、意味

・用法のうえでその対応要素とどのように重なり、食い違うのか、などの情報

含んだ「二言語間対照辞典」が望ましいとしている(")。三浦のJapanese

Wordsは、基本的な語薬に限られているが、この認識を植え付けるのに初級学

習者に効果的な辞密である。この辞曾では、英語から日本語に単純に対応でき

ない代表的な例を挙げているので、その言葉を使って英語圏の学習者が犯しが

ちな誤用を防止することができるし、辞書に載っていない他の言葉についても

勘が養われてくる。中、上級の学習者向けの語蕊や用例の豊富な二言語間対照

辞典は、残念ながらまだ無い。学習者はその不備を補う努力を、自らしていか

なければならない。そのためには、既存の英和・和英辞典のほか、国語辞典や

類語辞典などを使い分けて、日本語の各々の言葉の守備範囲を英語のそれと対

応させて学んでいくことが重要である。しかし、特に国語辞典は、上級レベル

の学習者にとってもその利用が難しく、例えば、あ・か・さ・た．なを覚える

ことなど引き方のノウハウを、初歩から授業で訓練する必要がある。

辞書を引いてあわからない時などは、まわりの日本人に説明を求めることが

必要である。そのノウハウとしてまず注意しなければならないことは、日本語

教師に対して質問する時のように、文法用語を多用してはいけないということ

である。普通の日本人に、「『帰る』は、u-verbですか、ru-verbですか｡」とか

「grouplですか、ｇｏｕｐⅡですか｡」と聞いても質問の意味がわからないだろう

が、「『帰る』は、『かえない』ですか、『かえらない』ですか｡」と聞けばすぐわ

かってもらえる。また、文の理解を確認するためには、翻訳に頼らず、文レベ

ルの問題は拡大文節を使って、また文章は日本語での要約という方法で尋ねる

ようにするとよい。

学習者が語薬表の用意されていない文献を読むのは、大変であるが、このよ

うな場合も立松喜久子が述べているように、日本人にそのテキストを音読して

もらい、それを録音しておくと便利である(４５１。この方法は、漢字の読承を調べ

る手間を省けるという効率の面だけでなく、日本人の読承を手本に発音の練習

をしたり、また、デイクテーションの練習をすることなどができるため、特に
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自己学習に有益である。

勉強が一段落したら、その成果や過程などの評価が新たな計画の基盤となる。

今回の勉強で何が分かったか、分からなかったか、計画そのものは良かったか、

うまく実行できたか、そして日本語を学ぶ上での自分自身の一番の課題は何か

などの観点から自分の勉強を振り返ることが効率良く継続する上で重要である。

学習者が自分の勉強の成果、つまり何が分かったか、を確認することはきわ

めて重要である。特に卒業後、一人で勉強を続けて行こうとしている場合、自

分の進歩をはっきりと認識できなければ、続ける気力と決意を失う恐れがある。

一気に大きな前進を成し遂げるのは難しいが、少しづつ確かな手応えで「これ

がわかった」ことをはっきりと認識することは大切である。その意味で、勉強

の日誌や学習ノートなどのような記録の有効性が指摘される(⑥。また、更に勉

強を進めるためにどこが分からなかったかをはっきりと認識する必要がある。

「実行」の関連で検討した「拡大文節」の分析がこの意味で役に立つだろう。

文などを分析し、どこが分からないかを具体的に人に説明できれば、直接教え

てもらえるだろうし、自分の今後の課題がよりはっきりしてくるだろう。

自分自身の計画や実行の評価に関しては、自分なりに振り返ることが重要で

ある。その評価基準が事前に決まっている場合と違い、このような評価は、田

中らが指摘するように「目標にとらわれない評価」（goal-freeevaluation）がふ

さわしい(‘n．

日本語学習者として自立して勉強する場合、自己評価は基本になるだろう。

しかし、他人からの評価や診断テストの結果も参考になる。特に、日本語を学

ぶ上での自分自身の一番の課題はどこにあるかを理解するには、こうした第三

者の意見や診断テストの結果が重要だろう。自立して効率よく勉強を続けるた

めに、どんな人にどのように評価を依頼したらよいか、どのような診断テスト

があり、どうしたら受験できるかなどに関する知識が必要である(③。

評価に関する主な今後の研究課題は、いかに効率よく授業の中でこの評価を

し、それを新たな計画や実行に役立てることを練習する機会をあたえるかとい

うことであろう。この関連で、JohnCowanはグループで自分たちの学習につ

いて話し合うことを提案しており、田中らは勉強の過程について振り返る習慣
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をつけさせるための質問例を提示している(4鋤。このような案をさらに発展させ

る必要がある。その際、現実的で実行可能なカリキュラムとするために、通常

の集団学習おいて教師の負担を過度に重くしないようにする必要がある。

心構え日本語学習者として自立するために、適切な心構えはきわめて重要

である。極言すれば、心構えさえしっかりしていれば、どのような困難を乗り

越えることもできるだろう。逆に、心椛えに重大な問題があれば、自立して学

習を継続することはまずないと言えよう。

また、日本語の勉強を始める際、学習者によってはその心栂えが著しく異な

ることが多をある。始めから非常に熱心で積極的な学生もいれば、消極的で自

主的に学ぼうという意欲をほとんど示さない学生もいる。後者をどう扱えばよ

いかが今後の重要な研究課題の一つであろう。

Dickinsonたちは１５⑩，教師主導型の授業を全面的に望む学習者には、自律的学

習を無理に強要してはいけないと言っている。確かに、学習者の自主性を重ん

じる自律的学習に、「強制」は道理に合わないように聞こえる。しかし、次の理

由から、本論では、自律的学習能力を育てる授業をどの学習者にも行うという

立場を堅持する。

本論のはじめに述べたように、仕事や研究で日本語を使えるようになるには

上級レベルに達しなければならないが、上級までの日本語の授業が用意されて

いる大学は少ない。中級レベルから自己学習を始めなければならない学習者をⅡ

限られた授業時間内にできるだけ支援するには、自律的学習の準備をさせるこ

とが必須である。また、Boudなどが主張しているように、教師の傘下から抜け

出て独自の判断力を身につけることが、教育の究極の目標であるという立場か

らＧＩ)、自律的学習を推進することは、全ての学習者にとって必要なことである

と考える。

教師主導型の授業を全面的に望む学習者は自分の学習能力に自信がないこと

が多いだろう。極端な場合には自分にとって自律的学習能力を身につけること

が不可能と決めつける者もいるかも知れない。しかし、本論ではJohnHeronと

同様、自律的学習能力はだれでも潜在的にもっている能力であると見ているの

で函、学習者のそういう考えを一種の錯覚と考える。そういった錯覚をもった
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学習者、自信のない学習者のためには、できる限りにおいて、自主的に学ぶ自

信が徐含につくように、特別な配慮と工夫が必要であろう。

学習者によってはその程度が違っても、すべての学習者は徐々に日本語を自

主的に勉強することに慣れる必要があろう。自主的に勉強することに慣れるこ

とは自律的学習にふさわしい心構えを育成することになると考える。語学教育

において自主的な勉強方法をどう授業に取り入れることができるかに関する先

行研究が多く、ここではそれぞれの方法について十分に検討することができな

い。しかし、これらが自主的に勉強することに慣れる結果になれば、適切な心

構えを養う意味においては本論の趣旨に合うといっていい。ただし、授業で学

習できる時間が限られているので、「ノウハウ」で検討した具体的なスキルや

知識と自律的学習にふさわしい心構えを同時に身につけさせることが必要とな

るだろう。この具体的な教授法の開発が今後のもうひとつの研究課題である。

結論

ここで論じてきたように、大学の日本語教育で、卒業までに学生の自律的学

習能力を一人一人が自立できるほど育成しようとすれば、現在の日本語教育の

在り方は大きく変わることになる。学び方をきちんと身につけさせようとする

と、時間がかかるため、教える漢字や語薬の数を減らしたり、教室でのドリル

に使う時間を減らしたりなどする必要が多少でるだろう。短期的には何かを犠

牲にすることになるだろう。しかし、長い目で見て、自立して勉強を続ける学

生が少しでも増えれば、その方がずっと効果的な日本語教育であると言えよう。

この論文で提案していることは小さな修正ではなく､、研究者や実践者に大きな

転換を要請しているのである。しかし、自律的学習能力の育成にそれだけの価

値があると確信する。オーディオ・リンガル法からコミュニカテイブ・アプ

ローチへの移行と同様、従来の教師依存型日本語教育から自律的学習能力を育

成する日本語教育への移行は学生の切実なニーズに応えるための移行として必

要であると信じる。
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